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A－98　血靖およu'姐織コ1/ ス-f a ーIﾚt に.靫よIt.-寸食餌タンパク質^ 影響

　　　す£皐学i] 短人･栄養　゜浅口も手　林　　ｔ

　目的　ふ種。タン６･ク質^種々。iL孝r･動籾に4- ぇT^場合・,政亀in.靖，肝殲あ･f

び副腎コしX T P ー'し（cA; f ・測定し比較c だ。

　ゐ汰　呪X ター系辺シa ^ Z' i.　円本童約μ8 ）i, 猿夕I- ',' 7 噴食餌群( V: //ﾀﾞ

*/･, 群）とiE常タッ;、･ク質食餌群い/しリ（皿糾) り2釘に大別に　両群をわこヵis:

4 ン（C) , 7 ，しフベン(A ) ,ｸﾞ｀･し■7 ･（^し）おぷびごう今ン（Cx£）のダ食餌S. （

ハg i- & ）にわリ, こ吐らy 試草食餌包6 由1= .

浅，組織CいまSが呵一心μ貳片則定しt-。

　μ象　動物・成長･? 両群とい4 £ ^ヽ‘最£fく恥& V喘') , （JE£ 。伜1 ･T 葦いヽ備｀少

μ’記りられ几。血債Cりa I 群<n C £ir<:低(1 /(I■£3、し仇。食餌区間，; ＼3% ，ヽ･りく，I 群

は6L s. ヵ゛しくS か南>･ヽ植i示，? AVふ食餌s. 閉，・i. が｀’ほとん4･r.い。　両群i. 比較J i と

工群のC e. I'c低，ヽ-illa. ふT ほ*ヽiよ% ti＼-r.い。肝臓哺はI群のC £.球化の食餌g. I- 比べ

7 低い値£ 湊L,　A , 紅ゐ･i U-Cfi.£ It エA T ･し型こh の増加お’サ5 氏だ。こ恥4 の^ 涸

＝･享崩息象iよな仁　食餌タン/、･夕質量A^'増t ふ七いすi/i. £ｲ直。低下が^ ら-、た。す'i-

がら互群は各食餌によき東nナり。心･■ C e の値が<&■く, <j£e.が･いくらか南植i- 承しA

副腎こいt向群とt C 男i or A １ ぬり食。値転　H V，I ひ･CrE･乙が南丿直£I、I. なび。こ我

はエステ/し型こb のit徊1 -よ3 . lii群i tt 絃T 3 と, 食餌タユバク質優IT 増£I とC&.

a値巾｀゛滅すL ,　ぼ区I*ｲ直ヵヽ町t Ha 寸3 匹A あ･よびCrie. a 値が尖らたヵヽつ　た。

A－99 恢稜(ｱ)非嘔頌7 ミ) 謐・攻脂肝孤に関すゐ和促

奈良サ大家瞰y　O 池IB順子　堀･l 蘭子　浜･コ随一

　li 的　ある纏の了? ; I軋特に･幻頁フミ八

1て作用r る畢15古くぉら知られマロる。L かし，非･芦タ頁アミノ酸の雁肪肝に対了る効

果にっいい3 ,　あまり知］られて丿Ｑ卜. 今ID ほ,グ)L タミン酸，アズハごラキ≒ン蹊，グ

') シ≒　ごりごりi-n単^調べVz の7"こ’こに報告する。

　方法　初ｲ本m 印分前暖（^）ウうスター系雄rヨネスペ^用へ月豺Wfl干を左じ･ ？tc る基本

飼料ヒL X,　8 %卯7 )L ブミン食£用い，こ抑こ種々の7 ミノ吋などE 力a 之rﾐ試験飼

料い3 日間隈取7 さ, tの軋　毎a 体奎し則史しマ玖長を観察し，一夜絶食で-tt に俊

叫自a i゛哨賤し, 睨ぬ使，肝臓｀E 摘おし≒　肝瞬夏湧拙軌痩陵,。エー－テ’し抽比lし肝脂

± い則吏し（::.甚本飼料への添力口吻1_し7，Rプ･Lタミン酸，アスペラギご昿　ｸﾞ）

シこ･, t乙リこ，£ をれ¥゛れ肴種割合I;飼料に混合し院。R比較のにIt),抗脂肝IS 子と希

之られひヽるコリー≒　入しオ＝ン£ ￥れf" れ投与しr:･

　拙果　のいずれの非･りを7 ミノ酸添力a群･ﾏK Iヽ2 も, ギ-S. Kいふとんピ｀斟J If らillず

肝脂量に関I z ほ, 7"リシこ。とEリンが.デルタミシ酸hアスノぐクf" ご酸に比べ"? ,

効果町に作用する季べ認められ尺。

　②スしフtここ添加群では, ^｀リしこr 乙リi- り約‰'t のゑ卸r IS じヽ効果を示しtr ヵぐ

そ+1以荊　割合E 多くしてi.肝脂t s 滴丿? t: う効果･J あiリ見らin. a か・尺。o.･∫r'

コリこ･添刀口群7" (3 , 叶月ｂ量の凛ナに効果数i, られず。吋～I ≫/oり添む］群て･･勧農眠｀認り

られ「1.


